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編 集後記
　岡山大学鹿田キャンパスは、藤原摂関家の殿下渡り領の一つである鹿田荘の比
定地として、注目を集めています。
　岡大敷地内の発掘調査は20回にのぼり、さらに周辺では、岡山市教育委員会や岡
山県古代吉備文化財センターによる発掘調査が行われ、調査範囲の広がりからも、
鹿田荘について詳細な検討が可能となってきました。
　本センターでは、「調査機関の垣根を取り払い、資料をつきあわせて鹿田荘の謎に
迫ろう！」との目的を持った展示会に合わせてシンポジウムを開催しました。３機関の発
表者によって、「どこまで広がる　鹿田荘」「鹿田荘の条里プラン」あるいは「景観復
元」などの論点で、活発な議論が交わされました。各発表の概要をお伝えしましょう。
（山本  悦世）
謎の荘園  鹿田荘
― 集落・条里・領域 ―
　岡山大学病院の正面玄関付近の環境整備工事にともなって、
鹿田遺跡において小規模な発掘調査を実施しました。調査期
間は2010年11月15日～12月９日です。大きく分けて、大学病院正
門付近と外来診療棟玄関付近の二つの地点で、調査を行いま
した。
　ここでは、古代・中世荘園である鹿田荘の敷地北側の境界を
示すと思われる遺構・遺物が新たにみつかった、大学病院正門
付近の調査成果を紹介します。同地点では、大学構内の道路を
挟んで、北側(Ａ地点)と南側(Ｂ地点)にそれぞれ１箇所の調査区
を設定しました。
古代の河道と陽物形木製品　
　東西方向にのびる９世紀の河道を、Ａ・Ｂ両地点で確認しまし
た。土の堆積状況から、その幅は８ｍ以上と考えられます。
　河道の中からは丹塗り土師器の皿や高杯などが出土しました。
特に注目されるのはＢ地点で発見した陽物形木製品です。陽物
形木製品は、邪悪なものの侵入を防ぐまじない具として、古代の
道の祭祀に使用されたものと考えられています。今回調査した
河道は、その位置と陽物形木製品の存在から推測すると、荘園
の北端を画するものと、当時認識されていたと考えられます。
中世の溝状遺構　
　鎌倉時代の浅い溝状遺構（幅約2.9ｍ、深さ約0.24ｍ）を、Ａ・Ｂ両地点で発見しました（下写真白線部分）。
　注目されるのは、この遺構の軸方向です。溝状遺構の長軸方向は、南側のB地点で鹿田地区の地割りにほ
ぼ沿うのに対し、北側B地点ではむしろ真北方向に振れる傾向がうかがえます。つまり、２つの調査区の間を通
る構内道路付近において、溝状遺構が鹿田地区の地割りから岡山平野の条里地割りへと屈折するものと考
えられます。このことは、今回の調査地点付近が、中世段階の地割りの変換点にあたるものと推定させるもの
です。（光本　順）
陽物形木製品
陽物形木製品は男性の生殖器を模し
た木製品です。大きさは、最大長22.7
㎝、最大幅5.1㎝、最大厚4.1㎝です。
横断面は楕円形で、縦断面は先端の約
５㎝が上反りの形状です。先端部分は
のこっていますが、もう一方の端は折
れた状態です。先端は、焼くことで丸み
をもった形に整えられています。木製
品上側の面にのみ、３本の斜めの線刻
が彫られています。
　「鹿田荘」をテーマとしたシンポジウム参加者数は、私たちの予想を超え、急遽、会場を広げる騒ぎにもなりました。展示会後もそ
の余韻は続いています。シンポジウムを盛り上げて下さった関係機関・皆様に感謝申し上げます。それにしても、いかに関心の高
いテーマかを再確認すると同時に、今後の取り組みに力が入るおもいです。（山本）
［鎌倉時代の「鹿田」景観復元イラスト：伴 祐子］
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シンポジウム「謎の荘園 鹿田荘―集落・条里・領域―」の開催
10世紀の鹿田荘 ―県立岡山病院整備事業に伴う調査から―
亀山 行雄 （岡山県古代吉備文化財センター）
　2011年１月10日、岡山大学創立五十周年記念館におい
て、シンポジウム「謎の荘園 鹿田荘―集落・条里・領域―」を
開催しました。130名の参加者で会場は満杯となりました。
　岡山県古代吉備文化財センタ－、岡山市教育委員会、岡
山大学埋蔵文化財調査研究センターから各１名が、発掘調
査の成果を紹介した上で、鹿田荘に関する意見が提示され
ました。それを受けて、山本悦世（岡大埋文センター調査研
究室長）を司会として討論に入り、いくつかの問題が議論さ
れました。
　会場からは、考古学や文献史学からの専門的な意見、ま
た一般の方からの質問もあがり、最後には、「今どこを掘り
たいか」の質問に各発表者が答えて終えるなど、大いに盛
り上がる会となりました。（山本）
じ方位を踏襲して掘削されており、16世紀には主要道に沿う大規
模な溝になることも確認しました。その中からも、大量の備前焼や
輸入陶磁器などの貴重な土器が出土しています。
大量の墨書土器
　旧相模川の前身となる９～10世紀代の大溝からは、墨書土器を
含む大量の土器が出土しました。墨書土器は磨滅が少なく、文字
もきれいに読むことができます。この状況は、出土地点に近い場所
から流れてきたか、捨てられた可能性を示しており、平安時代の段
階で、この集落内に文字を書ける人がいたことが考えられます。そ
こからも一般的な集落と異なる様相を窺うことができます。
大供本町遺跡の井戸
　本遺跡からは多くの井戸が検出されました。大半は素掘りの井
戸で、狭い範囲に集中的に掘られています。また、県立岡山病院地
点で出土したような木枠をもつ井戸もみられます。この井戸は、東
に15度程度傾く鹿田地割に沿った方位を示します。
初期「鹿田条里」の姿
　このように、本遺跡では正方位に対して東に傾く鹿田地割に
沿った遺構形成がなされて
います。しかし調査を進める
中で、奈良時代の蒸籠状に
組まれた木枠をもつ井戸が
正方位を示すことが確認さ
れました。すなわち、９世紀
以前は正方位、それ以降は
鹿田地割にそった方位を踏
襲して集落が造営されてい
ることが明らかになったのです。
　中世までに基本的な条里地割が施行されたのは、半田山山麓
から岡山市役所にかけての範囲です。それに対し、県立岡山病院、
岡山大学医学部各地点での成果を勘案すると、鹿田条里は非常
に限定的な施行から始まった可能性が高いのです。また、その限定
的な範囲が現在の鹿田小学校のあたりを中心とする範囲であり、
９世紀以降のきれいな区画の形成を契機として、集落造営が継
承・継続されていったものと考えます。
県立岡山病院の発掘調査
　岡山県古代吉備文化財センターでは、平成13年～18年のうち
の４ヶ年にわたって、県立岡山病院の改築に伴う発掘調査を実施
しました。場所は岡山大学医学部キャンパスから西にのびる微高
地上にあたります。
高級な食器
　10～11世紀の一般的な食器は土師器や黒色土器が中心です
が、ここでは緑釉陶器や灰釉陶器といった当時の高級な食器が出
土しており、荘園の管理や運営に携わった人々の居宅があったの
かも知れません。
鹿田荘の井戸
　鹿田遺跡では多くの井戸が見つかっていますが、調査地点ごと
を比較してみると興味深いことがわかります。県立岡山病院ではス
リバチ状の穴に井戸枠を組んだ浅い井戸が多いのに対し、岡山大
学医学部では円筒状に掘り込んだ深い井戸が目立ちますが、これ
は時期差ではなく地質の違いに原因があるようです。粗い砂層を
地盤とする県立岡山病院では地下水位が高いため、浅い穴に井
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戸枠を組めば事足りたのでしょうが、
粘土層を地盤とする岡大医学部では、
地下水位が低いため深く掘る必要が
あったのです。
集落の移動
　こうした井戸のつくりに表れたように、県立岡山病院の周辺は湿
度の高い軟弱な砂地ですから、岡大医学部と比べて生活の場とし
ての利用が遅れていたようです。しかし、ここで集落が営まれはじ
めた10～11世紀、岡大医学部では遺構がほとんど見つかっておら
ず、集落が移ってきた可能性があります。
　その理由ですが、高橋さんによりますと、川を隔てた西隣の大供
本町遺跡に鹿田荘の中心があるのではないかとのことですので、
そちらに向かって集落が移動したことが考えられます。また、１０世
紀末～11世紀初頭には有名な鹿田荘事件が起こっています。備
前国司と鹿田荘の荘官がトラブルとなり、備前国司が荘園に乱入
して300軒の家屋敷を打ち壊したうえ荘官の屋敷に放火したとい
う出来事で、これが集落を移す契機になったのかも知れません。
　一時の空白を経て12～13世紀には再び集落が営まれるようにな
りますが、遺構の数は以前ほど多くはなく、集落の中心は岡大医学
部へ移って行ったとも考えられます。このように、荘園内における集
落の変遷を明らかにすることができたのは大きな成果といえます。
地割の変化
　12～13世紀になると、県立岡山病院から西側ではそれ以前とは
異なる地割が採用されたようです。岡大医学部と同じ微高地にあ
りながら、なぜ異なる地割を採用したのか、その契機とは何であっ
たのか、今後の問題点として残っています。
鹿田荘の中核か?! ―大供本町遺跡の様相―
高橋 伸二 （岡山市教育委員会）
大供本町遺跡の調査
　大供本町遺跡は、県立岡山病院の調査地点よりやや北西に位
置し、弥生時代から江戸時代まで、長期間にわたって存続した集落
遺跡です。岡山市の区画整理事業にともない、平成17年～21年に
４回の発掘調査を実施してきました。
溝の方向と規模の大形化
　本遺跡では溝、井戸、柱穴などの遺構を検出しましたが、その中
でも溝は特に重要な意味をもつ遺構です。溝には東西方向に伸び
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る区画溝や、小さな割振溝があります。
最古となる９～10世紀の溝からは、岡
山県下で数例しか確認されていない
青磁や緑釉陶器など、貴重な土器が出土しました。この溝は埋没
後の14～15世紀も貝塚、つまりゴミ捨て場として利用されます。こ
の点から、当該期にこの地点が役所のような性格を持つ場所では
なかったようです。他の遺構の状況からは、同時期に集落内で大き
な建物の改変があったことが想定できます。溝は、13世紀以降、同
移りゆく荘園景観 ―岡大鹿田キャンパスの調査から―
岩﨑 志保 （岡山大学埋蔵文化財調査研究センター）
岡大鹿田キャンパスの発掘調査
　岡山大学埋蔵文化財調査研究センターでは、鹿田キャンパスに
おいて、1983年から27年間にわたって、延べ21回の発掘調査を
実施してきました。この場所で人々の生活が始まるのは弥生時代
中期後半からですが、ここでは、平安～鎌倉時代に焦点を当てて荘
園景観の変遷を追っていきたいと思います。
屋敷地の様相
　９世紀には、キャンパス北側で大型の井戸や建物群の一部が、
現在の鹿田地割と合致した軸方向を示すほか、特徴的な廂付の
建物も確認されています。一方キャンパス南端には、橋脚と考えら
れる大型の杭列が検出されており、集落への人・モノの移動がうか
がえます。遺物では硯や木簡、刀子、墨書土器、石帯、唾壺などが
みられます。石帯・唾壺等から、文字を書く役人や管理施設の存在
が想定されます。
　10世紀には県立岡山病院のほうに集落自体が移動した可能
性があり、このころ河道が埋没するなど地形の変化が見受けられ
ます。
　11～12世紀になると井戸や建物のまとまりを溝で区画した屋敷
地がキャンパス全体に広がり、埋葬もみられるようになります。溝の
走行は真北から東に11～13°の傾きで、やはり現在の鹿田地割と
同様です。また、溝と溝の間隔の最小単位は１町の1/3にあたる
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35.6mで、整然とした区画がおこなわ
れていた可能性もあります。遺物では
楠葉型・和泉型といった畿内産の瓦
器、東播磨産の擂鉢、白磁などが注目され、各地の産物が集落に
持ち込まれたようです。中でも楠葉型瓦器は鹿田荘と同じ藤原摂
関家の荘園との関連が考えられるかもしれません。
　13～14世紀では区画溝と屋敷地が大型化するようです。屋敷
地内の空白域は耕作地などの利用が考えられますし、大型の溝は
物資を積んだ船の乗り入れを想定させるような規模です。遺物で
は中国大陸産の白磁や青磁が増加し、常滑焼など新たな製品も
入ってきます。猿形木製品といった各都市を転 と々する傀儡回しが
用いるあやつり人形の一種もみられ、人々の集まるにぎやかな様子
が想定されます。また、銅　や板碑といった宗教施設を連想させる
遺物もみられます。
陶磁器からみた鹿田遺跡
　白磁や青磁といった輸入陶磁器の面から鹿田遺跡をみていくと、
一時的に出土量が減少する時期もありますが、安定的に入手でき
る環境にあったようです。大宰府編年で10世紀後半～11世紀半
ばに分類される白磁は、岡山県下では最古の出土例とも言われま
す。また、11・12世紀ではキャンパス北側の屋敷地に多く出土しま
すが、13・14世紀では南西の屋敷地で高い割合を占めています。
ここから屋敷地間の力関係の変化が考えら
れるのではないでしょうか。
移りゆく荘園景観
　現在の地割は平安時代にまでさかのぼり、
時代とともに様相を変えながら屋敷は継続
的に営まれます。遺構の変遷や出土遺物か
ら、当時の集落のにぎわいがうかがえるので
はと思います。
岡山県古代吉備文化財センター提供
正方位を示す奈良時代の井戸
（岡山市教育委員会提供）
【屋敷地外】
建物跡を示す柱穴群
井戸
【屋敷地内】
大溝 大溝で区画された鎌倉時代の屋敷地
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沿った遺構形成がなされて
います。しかし調査を進める
中で、奈良時代の蒸籠状に
組まれた木枠をもつ井戸が
正方位を示すことが確認さ
れました。すなわち、９世紀
以前は正方位、それ以降は
鹿田地割にそった方位を踏
襲して集落が造営されてい
ることが明らかになったのです。
　中世までに基本的な条里地割が施行されたのは、半田山山麓
から岡山市役所にかけての範囲です。それに対し、県立岡山病院、
岡山大学医学部各地点での成果を勘案すると、鹿田条里は非常
に限定的な施行から始まった可能性が高いのです。また、その限定
的な範囲が現在の鹿田小学校のあたりを中心とする範囲であり、
９世紀以降のきれいな区画の形成を契機として、集落造営が継
承・継続されていったものと考えます。
県立岡山病院の発掘調査
　岡山県古代吉備文化財センターでは、平成13年～18年のうち
の４ヶ年にわたって、県立岡山病院の改築に伴う発掘調査を実施
しました。場所は岡山大学医学部キャンパスから西にのびる微高
地上にあたります。
高級な食器
　10～11世紀の一般的な食器は土師器や黒色土器が中心です
が、ここでは緑釉陶器や灰釉陶器といった当時の高級な食器が出
土しており、荘園の管理や運営に携わった人々の居宅があったの
かも知れません。
鹿田荘の井戸
　鹿田遺跡では多くの井戸が見つかっていますが、調査地点ごと
を比較してみると興味深いことがわかります。県立岡山病院ではス
リバチ状の穴に井戸枠を組んだ浅い井戸が多いのに対し、岡山大
学医学部では円筒状に掘り込んだ深い井戸が目立ちますが、これ
は時期差ではなく地質の違いに原因があるようです。粗い砂層を
地盤とする県立岡山病院では地下水位が高いため、浅い穴に井
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戸枠を組めば事足りたのでしょうが、
粘土層を地盤とする岡大医学部では、
地下水位が低いため深く掘る必要が
あったのです。
集落の移動
　こうした井戸のつくりに表れたように、県立岡山病院の周辺は湿
度の高い軟弱な砂地ですから、岡大医学部と比べて生活の場とし
ての利用が遅れていたようです。しかし、ここで集落が営まれはじ
めた10～11世紀、岡大医学部では遺構がほとんど見つかっておら
ず、集落が移ってきた可能性があります。
　その理由ですが、高橋さんによりますと、川を隔てた西隣の大供
本町遺跡に鹿田荘の中心があるのではないかとのことですので、
そちらに向かって集落が移動したことが考えられます。また、１０世
紀末～11世紀初頭には有名な鹿田荘事件が起こっています。備
前国司と鹿田荘の荘官がトラブルとなり、備前国司が荘園に乱入
して300軒の家屋敷を打ち壊したうえ荘官の屋敷に放火したとい
う出来事で、これが集落を移す契機になったのかも知れません。
　一時の空白を経て12～13世紀には再び集落が営まれるようにな
りますが、遺構の数は以前ほど多くはなく、集落の中心は岡大医学
部へ移って行ったとも考えられます。このように、荘園内における集
落の変遷を明らかにすることができたのは大きな成果といえます。
地割の変化
　12～13世紀になると、県立岡山病院から西側ではそれ以前とは
異なる地割が採用されたようです。岡大医学部と同じ微高地にあ
りながら、なぜ異なる地割を採用したのか、その契機とは何であっ
たのか、今後の問題点として残っています。
鹿田荘の中核か?! ―大供本町遺跡の様相―
高橋 伸二 （岡山市教育委員会）
大供本町遺跡の調査
　大供本町遺跡は、県立岡山病院の調査地点よりやや北西に位
置し、弥生時代から江戸時代まで、長期間にわたって存続した集落
遺跡です。岡山市の区画整理事業にともない、平成17年～21年に
４回の発掘調査を実施してきました。
溝の方向と規模の大形化
　本遺跡では溝、井戸、柱穴などの遺構を検出しましたが、その中
でも溝は特に重要な意味をもつ遺構です。溝には東西方向に伸び
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る区画溝や、小さな割振溝があります。
最古となる９～10世紀の溝からは、岡
山県下で数例しか確認されていない
青磁や緑釉陶器など、貴重な土器が出土しました。この溝は埋没
後の14～15世紀も貝塚、つまりゴミ捨て場として利用されます。こ
の点から、当該期にこの地点が役所のような性格を持つ場所では
なかったようです。他の遺構の状況からは、同時期に集落内で大き
な建物の改変があったことが想定できます。溝は、13世紀以降、同
移りゆく荘園景観 ―岡大鹿田キャンパスの調査から―
岩﨑 志保 （岡山大学埋蔵文化財調査研究センター）
岡大鹿田キャンパスの発掘調査
　岡山大学埋蔵文化財調査研究センターでは、鹿田キャンパスに
おいて、1983年から27年間にわたって、延べ21回の発掘調査を
実施してきました。この場所で人々の生活が始まるのは弥生時代
中期後半からですが、ここでは、平安～鎌倉時代に焦点を当てて荘
園景観の変遷を追っていきたいと思います。
屋敷地の様相
　９世紀には、キャンパス北側で大型の井戸や建物群の一部が、
現在の鹿田地割と合致した軸方向を示すほか、特徴的な廂付の
建物も確認されています。一方キャンパス南端には、橋脚と考えら
れる大型の杭列が検出されており、集落への人・モノの移動がうか
がえます。遺物では硯や木簡、刀子、墨書土器、石帯、唾壺などが
みられます。石帯・唾壺等から、文字を書く役人や管理施設の存在
が想定されます。
　10世紀には県立岡山病院のほうに集落自体が移動した可能
性があり、このころ河道が埋没するなど地形の変化が見受けられ
ます。
　11～12世紀になると井戸や建物のまとまりを溝で区画した屋敷
地がキャンパス全体に広がり、埋葬もみられるようになります。溝の
走行は真北から東に11～13°の傾きで、やはり現在の鹿田地割と
同様です。また、溝と溝の間隔の最小単位は１町の1/3にあたる
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35.6mで、整然とした区画がおこなわ
れていた可能性もあります。遺物では
楠葉型・和泉型といった畿内産の瓦
器、東播磨産の擂鉢、白磁などが注目され、各地の産物が集落に
持ち込まれたようです。中でも楠葉型瓦器は鹿田荘と同じ藤原摂
関家の荘園との関連が考えられるかもしれません。
　13～14世紀では区画溝と屋敷地が大型化するようです。屋敷
地内の空白域は耕作地などの利用が考えられますし、大型の溝は
物資を積んだ船の乗り入れを想定させるような規模です。遺物で
は中国大陸産の白磁や青磁が増加し、常滑焼など新たな製品も
入ってきます。猿形木製品といった各都市を転 と々する傀儡回しが
用いるあやつり人形の一種もみられ、人々の集まるにぎやかな様子
が想定されます。また、銅　や板碑といった宗教施設を連想させる
遺物もみられます。
陶磁器からみた鹿田遺跡
　白磁や青磁といった輸入陶磁器の面から鹿田遺跡をみていくと、
一時的に出土量が減少する時期もありますが、安定的に入手でき
る環境にあったようです。大宰府編年で10世紀後半～11世紀半
ばに分類される白磁は、岡山県下では最古の出土例とも言われま
す。また、11・12世紀ではキャンパス北側の屋敷地に多く出土しま
すが、13・14世紀では南西の屋敷地で高い割合を占めています。
ここから屋敷地間の力関係の変化が考えら
れるのではないでしょうか。
移りゆく荘園景観
　現在の地割は平安時代にまでさかのぼり、
時代とともに様相を変えながら屋敷は継続
的に営まれます。遺構の変遷や出土遺物か
ら、当時の集落のにぎわいがうかがえるので
はと思います。
岡山県古代吉備文化財センター提供
正方位を示す奈良時代の井戸
（岡山市教育委員会提供）
【屋敷地外】
建物跡を示す柱穴群
井戸
【屋敷地内】
大溝 大溝で区画された鎌倉時代の屋敷地
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編 集後記
　岡山大学鹿田キャンパスは、藤原摂関家の殿下渡り領の一つである鹿田荘の比
定地として、注目を集めています。
　岡大敷地内の発掘調査は20回にのぼり、さらに周辺では、岡山市教育委員会や岡
山県古代吉備文化財センターによる発掘調査が行われ、調査範囲の広がりからも、
鹿田荘について詳細な検討が可能となってきました。
　本センターでは、「調査機関の垣根を取り払い、資料をつきあわせて鹿田荘の謎に
迫ろう！」との目的を持った展示会に合わせてシンポジウムを開催しました。３機関の発
表者によって、「どこまで広がる　鹿田荘」「鹿田荘の条里プラン」あるいは「景観復
元」などの論点で、活発な議論が交わされました。各発表の概要をお伝えしましょう。
（山本  悦世）
謎の荘園  鹿田荘
― 集落・条里・領域 ―
　岡山大学病院の正面玄関付近の環境整備工事にともなって、
鹿田遺跡において小規模な発掘調査を実施しました。調査期
間は2010年11月15日～12月９日です。大きく分けて、大学病院正
門付近と外来診療棟玄関付近の二つの地点で、調査を行いま
した。
　ここでは、古代・中世荘園である鹿田荘の敷地北側の境界を
示すと思われる遺構・遺物が新たにみつかった、大学病院正門
付近の調査成果を紹介します。同地点では、大学構内の道路を
挟んで、北側(Ａ地点)と南側(Ｂ地点)にそれぞれ１箇所の調査区
を設定しました。
古代の河道と陽物形木製品　
　東西方向にのびる９世紀の河道を、Ａ・Ｂ両地点で確認しまし
た。土の堆積状況から、その幅は８ｍ以上と考えられます。
　河道の中からは丹塗り土師器の皿や高杯などが出土しました。
特に注目されるのはＢ地点で発見した陽物形木製品です。陽物
形木製品は、邪悪なものの侵入を防ぐまじない具として、古代の
道の祭祀に使用されたものと考えられています。今回調査した
河道は、その位置と陽物形木製品の存在から推測すると、荘園
の北端を画するものと、当時認識されていたと考えられます。
中世の溝状遺構　
　鎌倉時代の浅い溝状遺構（幅約2.9ｍ、深さ約0.24ｍ）を、Ａ・Ｂ両地点で発見しました（下写真白線部分）。
　注目されるのは、この遺構の軸方向です。溝状遺構の長軸方向は、南側のB地点で鹿田地区の地割りにほ
ぼ沿うのに対し、北側B地点ではむしろ真北方向に振れる傾向がうかがえます。つまり、２つの調査区の間を通
る構内道路付近において、溝状遺構が鹿田地区の地割りから岡山平野の条里地割りへと屈折するものと考
えられます。このことは、今回の調査地点付近が、中世段階の地割りの変換点にあたるものと推定させるもの
です。（光本　順）
陽物形木製品
陽物形木製品は男性の生殖器を模し
た木製品です。大きさは、最大長22.7
㎝、最大幅5.1㎝、最大厚4.1㎝です。
横断面は楕円形で、縦断面は先端の約
５㎝が上反りの形状です。先端部分は
のこっていますが、もう一方の端は折
れた状態です。先端は、焼くことで丸み
をもった形に整えられています。木製
品上側の面にのみ、３本の斜めの線刻
が彫られています。
　「鹿田荘」をテーマとしたシンポジウム参加者数は、私たちの予想を超え、急遽、会場を広げる騒ぎにもなりました。展示会後もそ
の余韻は続いています。シンポジウムを盛り上げて下さった関係機関・皆様に感謝申し上げます。それにしても、いかに関心の高
いテーマかを再確認すると同時に、今後の取り組みに力が入るおもいです。（山本）
［鎌倉時代の「鹿田」景観復元イラスト：伴 祐子］
熱気あふれるシンポジウム会場
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